
は
じ
め
に

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
出
版
社
や
作
家
た
ち
は
国
家
に
よ
る
厳
し

い
言
論
弾
圧
に
合
い
、
自
由
な
活
動
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
あ

る
種
の
イ
メ
ー
ジ
は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
近
年
は
こ
の
よ
う
な
茫
漠
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
、
よ
り
輻
輳
的
な
当
時
の
状
況
を
考
察
す
る
論
考
が
重
ね
ら

れ
つ
つ
あ
り（

１
）、

本
稿
も
同
様
の
見
地
か
ら
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
陸

軍
と
出
版
社
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

言
論
弾
圧
と
い
う
と
書
物
内
容
の
統
制
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
が
ち
だ
が
、
既
刊

本
の
扱
わ
れ
方
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
出
版
と
い
う
営
み
は
刊
行
さ
れ

る
現
在
進
行
形
の
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
多
く
の
書
物

の
蓄
積
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
既
刊
本
が
流
通
す
る
そ
の
履
歴

も
ま
た
戦
時
下
の
出
版
を
考
え
る
う
え
で
一
つ
の
有
力
な
情
報
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
出
版
社
と
陸
軍
と
の
書
物
取
引
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
岩
波
書
店
に
よ
る
陸

軍
と
の
取
引
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
出
版
社
は
ま

だ
不
明
点
が
多
い（

２
）。

で
は
、
軍
部
か
ら
の
圧
力
に
よ
り
一
九
四
四
年
七
月
に
は
自

主
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
改
造
社
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
引
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
出
版
社
と
の
取
引
は
、
将
兵
へ
の
慰
問
品
等
と
な
り
、
書
物
を
介
し
た
大

規
模
な
慰
問
活
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
発
禁
本
も
数
多
く
あ
っ
た
改
造

社
の
刊
行
物
の
な
か
で
、
陸
軍
は
何
を
選
択
し
、
改
造
社
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
た
の
か
検
討
し
た
い
。

主
に
参
照
す
る
の
は
『
山
本
実
彦
旧
蔵　

慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵　

改
造
社
出

版
関
係
資
料
』（
以
下
『
改
造
社
出
版
関
係
資
料（

３
）』）

に
収
録
さ
れ
る
「
陸
軍
恤
兵

部　

陸
軍
需
品
本
廠　

納
入
書
類
（
購
買
部
）」（
一
九
四
一
～
一
九
四
四
、

三
二
四
、
以
下
「
納
入
書
類
」）
や
「
入
金
済
請
求
書
綴
」（
三
〇
五
）
等
で
あ
る
。

と
く
に
「
納
入
書
類
」
は
、
陸
軍
と
改
造
社
と
の
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
一
六
九

枚
の
資
料
で
あ
り
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
の
見
積
書
、
請
求
書
、

書
物
リ
ス
ト
等
が
含
ま
れ
、
取
引
の
詳
細
が
判
明
す
る
。

ま
ず
は
改
造
社
以
外
の
出
版
社
と
陸
軍
の
取
引
や
文
庫
本
の
慰
問
品
と
し
て
の

重
要
性
を
確
認
し
、
そ
の
後
改
造
社
と
の
取
引
を
検
証
す
る
。
熾
烈
な
言
論
統
制

一
九
四
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
陸
軍
と
出
版
社
の
取
引

　
　

―
―
改
造
社
を
中
心
と
し
て

中　

野　

綾　

子
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の
標
的
と
も
な
っ
た
改
造
社
を
視
座
と
し
戦
時
下
に
お
け
る
出
版
文
化
の
一
端
を

明
ら
か
と
し
た
い
。

な
お
引
用
文
に
お
い
て
、
旧
漢
字
は
適
宜
新
字
体
へ
改
め
、
改
行
は
「
／
」
で

示
し
た
。一　

慰
問
品
と
し
て
の
文
庫
本

ま
ず
は
、
改
造
社
以
外
の
出
版
社
に
よ
る
陸
軍
と
の
取
引
を
確
認
す
る
。
岩
波

書
店
や
春
秋
社
等
の
出
版
社
に
よ
る
慰
問
品
と
し
て
の
文
庫
本
の
提
供
は
、
次
の

よ
う
に
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

 

戦
地
に
も
お
正
月
が
近
い
。
一
般
か
ら
献
納
さ
れ
る
慰
問
袋
に
も
こ
の
頃
大
陸

の
兵
隊
さ
ん
に
喜
ば
れ
さ
う
な
紙
凧
や
羽
子
板
が
め
つ
き
り
増
え
て
銃
後
の
心

遣
ひ
が
窺
は
れ
る
が
、
陸
軍
省
恤
兵
部
で
は
こマ

マ
ん
ど
兵
隊
さ
ん
の
お
年
玉
に
と

二
十
五
万
冊
の
単
行
本
を
贈
る
／
岩
波
文
庫
の
「
虞
美
人
草
」「
大
尉
の
娘
」

な
ど
二
十
種
、改
造
文
庫
の
「
天
保
赤
門
党
」
な
ど
五
種
、新
潮
文
庫
の
「
平
凡
」

等
十
種
、
春
陽
堂
文
庫
の
「
一
万
刀
土
俵
入
」
等
十
五
種
の
都
合
五
十
種
類
／

二
十
九
日
朝
か
ら
荷
造
り
に
着
手
し
て
千
二
百
余
箱
に
を
さ
め
北
、
中
、
南
支

関
東
軍
の
全
将
兵
に
発
送
さ
れ
る
（「
兵
隊
さ
ん
に
お
年
玉
」『
朝
日
新
聞
』

一
九
四
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
、
夕
刊
、
二
面
）

記
事
中
の
出
版
社
四
社
は
、「
敗
戦
ま
で
の
十
余
年
間
は
、
岩
波
、
改
造
、
春

陽
堂
、
新
潮
の
四
文
庫
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た（

４
）」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
主
要
な
文

庫
で
あ
っ
た
。
と
く
に
岩
波
文
庫
は
、
一
九
四
〇
年
に
二
〇
点
、
一
九
四
二
年
に

一
〇
点
の
各
一
万
部
（
計
三
〇
万
部
）
を
陸
軍
へ
提
供
し
、
文
庫
本
の
種
類
も
明

ら
か
で
あ
る（

５
）。

当
時
、
文
庫
本
と
い
う
形
態
に
は
、
慰
問
品
と
し
て
積
極
的
な
意
味
が
見
出
さ

れ
て
い
た
。
堀
口
剛
は
「
岩
波
文
庫
、
ま
た
は
同
型
の
小
冊
は
、
カ
サ
ば
ら
な
い

の
で
殊
に
戦
線
向
き
」
で
あ
り
、「
慰
問
袋
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
程
、
あ
あ
い
う

小
冊
を
入
れ
る
が
い
ゝ
」と
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
は「
嵩
ば
ら
な
い
し
、

安
価
で
あ
る
し
、
例
え
そ
の
本
が
受
け
と
っ
た
兵
隊
に
む
か
な
く
て
も
、
誰
で
も

戦
友
に
呉
れ
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ら
で
、岩
波
書
店
で
も
文
庫
帯
紙
に
「
慰

問
袋
に
岩
波
文
庫
」
の
標
語
を
印
刷
す
る
な
ど
宣
伝
が
な
さ
れ
た（

６
）。

ま
さ
に
文
庫
の
売
上
も
好
調
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
の
出
版
界
を
振
り
返
り

本
田
顕
彰
は
「
売
行
き
部
数
の
う
へ
か
ら
い
つ
て
、
第
一
位
を
占
め
る
の
は
、
何

と
い
つ
て
も
文
庫
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
方
面
で
は
岩
波
文
庫
が
他
の
追
随
を
許

さ
ぬ
成
長
を
続
け
つ
ゝ
あ
る
が
、
新
潮
文
庫
、
改
造
文
庫
も
従
来
の
著
し
い
玉
石

混
淆
を
自
己
批
判
し
て
、
質
的
向
上
を
目
指
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る）
7
（

」
と
述
べ
る
。

こ
の
「
自
己
批
判
」
と
は
、
主
に
マ
ル
ク
ス
主
義
関
連
や
検
閲
に
抵
触
す
る
可

能
性
の
高
い
内
容
を
文
庫
か
ら
除
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
で
に
改
造
社
で
は

一
九
三
三
年
に
レ
ー
ニ
ン
（
鈴
木
安
蔵
訳
）『
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
』
や
小
林
多

喜
二
『
蟹
工
船
・
工
場
細
胞
』
な
ど
が
発
禁
と
な
り（

８
）、

一
九
三
八
年
に
は
岩
波
文

庫
の
社
会
科
学
部
門
の
マ
ル
ク
ス
主
義
関
連
の
ほ
と
ん
ど
も
廃
刊
、
そ
れ
は
文
学

作
品
に
ま
で
及
ぶ（

９
）。

と
く
に
改
造
社
で
は
、
改
造
文
庫
の
う
ち
社
会
科
学
部
門
が

三
割
を
占
め
て
お
り）

44
（

、岩
波
よ
り
強
く「
自
己
批
判
」が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
造
社
は
、
一
九
三
八
年
八
月
に
前
年
の
日
中
戦
争
開
戦
後
の
時
局
を
反
映
し

た
雑
誌『
大
陸
』を
創
刊
し
、陸
軍
か
ら
の
依
頼
で
火
野
葦
平「
麦
と
兵
隊
」を『
改

造
』
に
掲
載
す
る）

44
（

。
編
集
者
の
水
島
治
男
が
「
こ
れ
で
も
う
大
丈
夫
、天
下
を
と
っ

た
よ
う
な
も
の
だ
。
上
海
軍
報
道
部
の
お
目
付
の
下
に
厳
重
な
検
閲
を
経
て
送
ら

一九四〇年代前半における陸軍と出版社の取引――改造社を中心として
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れ
て
く
る
原
稿
だ
か
ら
、
大
本
営
陸
軍
報
道
部
の
検
閲
も
パ
ス
す
る
こ
と
請
け
あ

い
」
で
あ
る
と
記
す
よ
う
に）

44
（

、「
麦
と
兵
隊
」
の
掲
載
は
時
局
に
対
す
る
迎
合
的

な
動
き
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
改
造
社
に
対
す
る
言
論
弾
圧
は
や
は
り
厳
し
く
、
一
九
四
二
年
九
月

に
は
細
川
嘉
六
の
論
文
「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
掲
載
に
よ
り
『
改
造
』
は
発

禁
と
な
り
、
細
川
も
検
挙
と
な
る
。
そ
の
後
改
造
社
内
で
は
、
編
集
長
の
大
森
直

道
や
担
当
の
相
川
博
が
退
社
し
、
編
集
部
員
も
総
入
替
え
と
な
っ
た）

44
（

。
こ
の
発
禁

騒
動
は
、
一
九
四
三
年
に
は
横
浜
事
件
に
発
展
し
、
中
央
公
論
社
等
の
編
集
者
た

ち
の
検
挙
へ
と
繋
が
る
。
そ
し
て
、
翌
四
四
年
に
は
自
主
廃
業
の
指
示
に
至
る
。

こ
う
し
た
軍
部
か
ら
の
抑
圧
に
よ
る
改
造
社
の
抵
抗
と
迎
合
が
並
行
す
る

一
九
四
〇
年
に
陸
軍
と
の
取
引
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二　

改
造
社
と
陸
軍
に
よ
る
書
物
取
引
の
概
要

本
節
で
は
、
具
体
的
な
取
引
期
間
や
回
数
、
担
当
部
署
、
納
品
数
等
を
明
ら
か

に
す
る
。
陸
軍
と
の
取
引
に
関
わ
る
資
料
は
主
に
「
納
入
書
類
」
に
収
録
さ
れ
、

複
数
の
取
引
の
「
見
積
書
」「
請
求
書
」「
領
収
書
」「
売
買
契
約
書
」
や
陸
軍
へ

の
「
持
込
検
査
願
」「
契
約
物
品
持
込
証
」
な
ど
か
ら
、
取
引
の
詳
細
が
お
お
よ

そ
明
ら
か
と
な
る
。

ま
ず
陸
軍
よ
り
電
話
や
手
紙
等
で
打
診
が
あ
り）

4（
（

、
在
庫
品
か
ら
見
本
を
陸
軍
へ

提
出
、
陸
軍
か
ら
の
選
書
に
よ
っ
て
契
約
が
結
ば
れ
、
改
造
社
で
見
積
書
を
作
成
、

納
品
と
共
に
請
求
書
を
発
行
し
、
入
金
後
に
領
収
書
が
発
行
さ
れ
る
の
が
基
本
的

な
取
引
の
流
れ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。こ
の
間
に
適
宜
、納
品
時
の
検
品
の
た
め
の「
持

込
検
査
願
」
や
納
入
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
の
「
納
入
延
期
願
」
な
ど
も
作

成
さ
れ
る
。

資
料
解
説
で
「
納
入
書

類
」
は
「
包
装
用
紙
に
一

括
さ
れ
」、
計
五
回
の
納

品
が
陸
軍
へ
お
こ
な
わ
れ

た
と
さ
れ
る
が）

43
（

、
後
述
す

る
『
改
造
社
出
版
関
係
資

料
』
に
含
ま
れ
な
い

一
九
四
〇
年
の
取
引
お
よ

び
「
納
入
書
類
」
等
の
資

料
の
検
討
の
結
果
、
陸
軍

と
の
取
引
は
計
七
回
と
考

え
る
。
以
下
、
各
々
の
取

引
に
つ
い
て
【
表
一
】「
改

造
社
と
陸
軍
の
書
物
取
引

一
覧
」
に
基
づ
き
説
明
を

お
こ
な
う
。

ま
ず
一
回
目
の
取
引

が
、前
節
で
紹
介
し
た『
朝

日
新
聞
』
記
事
に
お
け
る

一
九
四
〇
年
一
〇
月
の
納

品
で
あ
る
。
こ
の
取
引
は

『
改
造
社
出
版
関
係
資
料
』

に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
管

見
の
限
り
陸
軍
と
の
初
め

て
の
取
引
と
考
え
ら
れ

【表一】改造社と陸軍の書物取引一覧

（「取引期間」には、納品に際した取引期間を資料から判明する限りで示した。）

回数 取引期間 納品先 『改造社出版関係資料』解説 総数（点数） 請求額

1回目 1940年10月 陸軍恤兵部 不明 不明

2回目 1941年 8月～1941年11月 陸軍恤兵部 ①昭和十六年度分 12万5000冊（10冊） 37375円

3 回目 1942年 1月～1942年 2月 陸軍恤兵部 ②昭和十七年一月 臨時注文 1万3400冊（12冊） 3914円

4 回目 1942年 8月～1943年 4月 陸軍恤兵部 10万冊（10冊） 31800円

5 回目 1942年12月～1943年 1月 陸軍需品本廠 ③昭和十八年一月納入分 2万6400冊（22冊） 24120円

6 回目 1942年11月～1943年 3月 陸軍需品本廠 ④昭和十八年三月 1万1000冊（13冊） 11904円

7 回目 1943年 6月～1944年 5月 陸軍恤兵部 ⑤昭和十九年三月 5万冊（5冊） 18850円

一九四〇年代前半における陸軍と出版社の取引――改造社を中心として
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る
。二

回
目
は
、
一
九
四
一
年
八
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
取
引
で
、
資
料
解
説
①
に

該
当
す
る
。「
陸
軍
恤
兵
部
慰
問
文
庫
」（
三
二
四
―
二
）
と
書
か
れ
た
書
類
表
紙

や
見
積
書
、
請
求
書
が
確
認
で
き）

43
（

、
陸
軍
恤
兵
部
へ
一
〇
点
各
一
万
二
五
〇
〇
部

の
計
一
二
万
五
〇
〇
〇
冊
を
納
品
し
て
い
る
。

三
回
目
は
、「
陸
軍
恤
兵
部
改
造
文
庫
納
品
書
」（
三
二
四
―
三
四
）
と
題
さ
れ

る
も
の
で
、
資
料
解
説
②
に
該
当
し
、
二
回
目
の
「
臨
時
注
文
」
と
な
る）

43
（

。
そ
の

た
め
二
回
目
の
納
品
と
選
書
に
一
部
重
複
が
あ
り
、
納
品
数
も
一
二
点
で

一
万
三
四
〇
〇
冊
と
二
回
目
よ
り
少
な
い
。
ま
た
二
回
目
や
三
回
目
の
取
引
に
関

連
し
て
改
造
文
庫
の
在
庫
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り）

43
（

、
選
書
の
参
考
に
し
た
と
み

ら
れ
る
。

四
回
目
は
、
一
九
四
二
年
八
月
か
ら
の
取
引
で
あ
る
。
四
回
か
ら
六
回
目
ま
で

の
取
引
は
異
な
る
納
品
先
へ
同
時
並
行
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
四
回
目
は
、
陸

軍
恤
兵
部
荘
野
大
尉
か
ら
「
昭
和
十
七
年
八
月
廿
二
日
九
時
電
話
ニ
テ
受
注
」

（
三
二
四
―
五
九
）
と
の
メ
モ
が
残
さ
れ
る
。
同
メ
モ
に
は
、
書
名
と
納
入
期
日
、

用
紙
割
当
量
と
そ
の
配
給
日
、
指
定
書
物
の
献
本
依
頼
が
記
さ
れ
て
い
る）

43
（

。
こ
の

取
引
で
は
、
陸
軍
恤
兵
部
へ
一
〇
点
、
各
一
万
部
で
計
一
〇
万
部
と
な
り
、
二
回

目
と
同
規
模
の
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

続
く
五
回
目
は
、
資
料
解
説
③
に
あ
た
る
。
二
二
点
で
計
二
万
六
四
〇
〇
冊
と

点
数
は
こ
れ
ま
で
よ
り
多
い
が
納
品
数
が
少
な
い）

44
（

。
こ
れ
は
三
回
目
の
「
臨
時
注

文
」
と
も
異
な
り
、
納
品
先
が
従
来
の
陸
軍
恤
兵
部
か
ら
陸
軍
需
品
本
廠
と
な
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
。
と
く
に
前
出
の
四
回
目
の
取
引
開
始
と
な
っ
た
電
話
の
メ

モ
書
き
の
隅
に
「
陸
軍
需
品
本
廠
需
品
科
」
の
村
上
少
尉
よ
り
「
来
廠
ヲ
願
フ
」

と
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
（
三
二
四
―
五
九
）、
同
時
期
に
恤
兵
部
か
ら
の
電
話

経
由
で
需
品
本
廠
か
ら
も
依
頼
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

六
回
目
は
、
一
九
四
二
年
一
一
月
か
ら
四
三
年
三
月
ま
で
の
取
引
で
、
五
回
目

よ
り
取
引
開
始
は
一
ヶ
月
早
い
が
、
納
品
が
遅
い
た
め
こ
の
順
序
と
し
た
。
こ
ち

ら
も
同
様
に
、
陸
軍
需
品
本
廠
と
の
取
引
と
な
り
、
一
三
点
で
一
万
一
〇
〇
〇
冊

と
納
品
数
も
こ
れ
ま
で
の
点
数
に
比
し
て
少
な
い）

44
（

。
さ
ら
に
、
本
取
引
で
は
「
納

入
延
期
願
」
を
改
造
社
が
提
出
し
、
需
品
本
廠
も
「
無
償
延
納
」
を
許
可
し
て

い
る
。

最
後
の
七
回
目
は
、
一
九
四
三
年
六
月
か
ら
で
陸
軍
恤
兵
部
と
の
取
引
に
戻
り
、

五
点
各
一
万
部
で
計
五
万
部
と
、
二
回
目
や
四
回
目
と
同
系
統
の
取
引
と
な
る）

44
（

。

ま
た
六
回
目
の
取
引
同
様
に
「
納
入
延
期
願
」
を
改
造
社
が
提
出
し
、
納
品
ま
で

一
年
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。
本
取
引
で
は
見
積
書
や
請
求
書
の
ほ
か
に
「
売
買
契

約
書
」
や
「
単
行
本
購
買
條
件
書
」
な
ど
よ
り
詳
細
な
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
改
造
社
と
陸
軍
と
の
書
物
の
取
引
の
概
要
と
な
る
。
五
、六
回
目
を
除

く
、
一
～
四
、七
回
目
の
取
引
は
、
陸
軍
恤
兵
部
を
介
し
、
一
冊
あ
た
り
一
万
部
程

度
で
の
納
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
岩
波
文
庫
の
場
合
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
。
二
回
目

の
取
引
の
表
紙
書
類
に
「
慰
問
文
庫
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
恤
兵
部

を
介
し
た
一
万
部
程
度
の
取
引
は
慰
問
品
用
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
慰
問
文

庫
の
取
引
に
つ
い
て
、
次
節
で
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
。

三　

陸
軍
恤
兵
部
と
の
契
約

陸
軍
恤
兵
部
の
慰
問
品
と
し
て
の
取
引
に
つ
い
て
、七
回
目
に
交
わ
さ
れ
た
「
売

買
契
約
書
」
お
よ
び
「
単
行
本
購
買
條
件
書
」
記
載
の
内
容
を
中
心
に
述
べ
る
。

陸
軍
恤
兵
部
と
は
、
一
八
九
四
年
に
編
制
さ
れ
た
戦
時
に
際
し
て
恤
兵
結
社
・
団

体
に
関
す
る
事
務
お
よ
び
寄
贈
軍
需
品
・
献
金
に
関
す
る
事
務
を
掌
る
機
関
で
、

常
設
機
関
で
は
な
く
、
戦
時
も
し
く
は
事
変
に
際
し
て
、
陸
軍
大
臣
が
必
要
に
応
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じ
て
適
宜
省
内
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
部
内
に
は
、
長
で
あ
る
恤
兵
監
の

ほ
か
、
部
員 （
陸
軍
佐
尉
官
・
定
員
二
～
三
名
）・
書
記
官
（
下
士
官
も
し
く
は
属
・

定
員
二
～
三
名
）
が
置
か
れ
、
基
本
的
に
出
版
社
に
よ
る
慰
問
品
の
発
送
や
製
作

依
頼
は
恤
兵
部
を
経
由
し
た）

44
（

。

ま
ず
、
七
回
目
の
取
引
で
の
「
売
買
契
約
書
」
は
陸
軍
恤
兵
監
倉
本
敬
次
郎
と

改
造
社
山
本
三
生
の
も
と
「
昭
和
十
八
年
九
月
十
日
」
に
契
約
が
な
さ
れ
た
。「
契

約
要
領
」「
提
出
書
類
」「
契
約
品
ノ
製
作
」「
持
込
納
入
・
期
限
ノ
延
期
」「
延
滞

減
額
」「
検
査
」「
所
有
権
の
移
転
」「
危
険
負
担
」「
瑕
疵
担
保
」「
代
金
支
払
」「
契

約
解
除
」「
違
約
金
」「
認
定
権
及
解
釈
権
」「
債
権
譲
渡
」「
規
格
ノ
取
扱
」「
裁

判
所
ノ
指
定
」
の
一
九
条
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
契
約
条
件
で
は
、
規
格
に
基
づ

い
て
書
物
を
製
作
、
納
品
し
、
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
、
遅
滞
の
場
合
に
は
減
額

と
な
る
が
「
災
害
事
変
」
な
ど
の
避
け
ら
れ
な
い
理
由
が
あ
れ
ば
無
償
で
の
遅
延

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
正
当
な
理
由
な
く
契
約
解
除
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
契
約

総
額
の
「
百
分
ノ
十
」
相
当
額
の
違
約
金
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
「
単
行
本
購
買
條
件
書
」
で
は
、
規
格
と
し
て
「
一
般
市
場
ニ
於
テ
販

売
セ
ラ
ル
ゝ
自
己
書
店
ノ
製
作
ニ
係
ル
独
特
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
提
示
見
本
同
等

以
上
」
で
、「
表
紙
裏
面
ニ
ハ
甲
ノ
指
示
ニ
依
リ
恤
兵
品
タ
ル
コ
ト
ヲ
表
示
ス
ル
加

工
ヲ
施
」
し
、「
各
部
ヲ
組
合
セ
十
部
ヲ
以
テ
一
組
ト
シ
二
組
宛
結
束
」
し
て
の
納

入
が
定
め
ら
れ
た
。

重
要
な
の
は
「
恤
兵
品
タ
ル
コ
ト
ヲ
表
示
ス
ル
加
工
」
が
文
庫
に
求
め
ら
れ
た

点
だ
ろ
う
。「
納
入
書
類
」
内
に
は
、
朱
書
で
「
本
書
は
銃
後
の
国
民
の
熱
誠
な

る
恤
兵
寄
付
金
を
も
っ
て
調
製
し
従
軍
特マ

兵マ

の
慰
安
の
た
め
に
配
布
す
る
も
の
な

り　

陸
軍
恤
兵
部
」（
三
二
四
―
一
九
）
と
記
し
た
メ
モ
が
残
る
。
陸
軍
恤
兵
部
か

ら
の
指
示
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
慰
問
雑
誌
『
陣
中
倶
楽
部
』
の
裏
表
紙
等
に
も

同
様
の
文
言
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
恤
兵
品
と
し
て
前
述
の
文
言
を
文
庫
に

記
す
よ
う
に
指
定
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
納
品
さ
れ
た
書
物
の
詳
細
は
【
表
二
】「
改
造
社
に
よ
る
陸
軍
納
品
書

物
一
覧
」
に
示
し
た
。
資
料
解
説
で
「
書
目
に
関
し
て
は
、
文
字
ど
お
り
「
娯
楽
」

的
な
も
の
も
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る）

4（
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
娯
楽
」
的
読
物

が
多
く
、
と
く
に
恤
兵
部
と
の
取
引
は
す
べ
て
改
造
文
庫
と
な
っ
て
い
る
。

四　

陸
軍
需
品
本
廠
と
の
契
約

つ
づ
い
て
本
節
で
は
、
五
、六
回
目
の
納
品
先
で
あ
る
陸
軍
需
品
本
廠
と
の
取
引

を
確
認
す
る
。
陸
軍
需
品
廠
は
、一
九
四
一
年
「
陸
軍
需
品
廠
令
」
に
よ
っ
て
、「
陸

軍
需
品
（
陣
中
用
品
、
酒
保
品
、
建
築
材
料
及
其
ノ
他
ノ
需
品
）
ノ
購
買
、
製
造
、

修
理
、
貯
蔵
及
補
給
ヲ
掌
リ
且
陸
軍
需
品
ニ
関
ス
ル
調
査
、
研
究
及
試
験
ヲ
行
フ
」

と
さ
れ
、
特
に
「
本
廠
ハ
東
京
ニ
」「
支
廠
ハ
所
要
ノ
地
ニ
」
置
か
れ
、「
本
廠
長

ハ
陸
軍
大
臣
ニ
隷
シ
陸
軍
需
品
廠
ノ
業
務
ヲ
総
理
ス
」
る
も
の
で
あ
っ
た）

43
（

。

需
品
の
定
義
は
「
陸
軍
需
品
ト
ハ
陸
軍
需
品
廠
令
第
一
条
列
記
ノ
陣
中
用
品
、

酒
保
品
、
建
築
材
料
及
其
ノ
他
ノ
需
品
（
以
上
兵
器
、
被
服
、
糧
秣
、
衛
生
材
料

及
獣
医
材
料
関
係
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
）
ヲ
総
称
」
す
る
と
さ
れ）

43
（

、
陸
軍
需
品
本
廠
と

の
書
物
の
取
引
は
、
従
来
の
恤
兵
部
に
よ
る
慰
問
文
庫
と
は
異
な
る
目
的
で
の
調

達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
一
体
ど
の
よ
う
な
目
的
で
あ
っ
た
の
か
。

一
九
四
二
年
八
月
二
六
日
付
陸
亜
密
第
三
一
五
九
号
で
は
「
酒
保
用
書
籍
追
送

ニ
関
ス
ル
件）

43
（

」と
し
て
、「
副
官
ヨ
リ
陸
軍
需
品
本
廠
長
へ
」「
南
方
軍
酒
保
用
書
籍
」

を
、「
兵
站
総
監
部
参
謀
長
ヨ
リ
南
方
軍
総
参
謀
長
ヘ
」「
貴
軍
酒
保
用
書
籍
」
と

し
て
追
送
す
る
と
の
通
牒
が
あ
る
。
さ
ら
に
付
属
の
「
酒
保
用
書
籍
整
備
追
送
区

分
表
」
で
は
、「
第
二
十
三
野
戦
貨
物
廠
」
を
「
受
領
部
隊
」
と
し
「
娯
楽
用
書

籍
（
雑
誌
ハ
含
マ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
）」「
四
十
万
冊
」
を
送
る
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
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【表二】改造社による陸軍納品書物一覧

備考： 「兵隊さんにお年玉」（『朝日新聞』一九四〇年一〇月三〇日、夕刊、二面）および『改造社出版関係資料』
内の資料より、最終的に納品された書名を記載する形で作成。

1回目 土師清二『天保赤門党』

2回目 吉川英治『あるぷす大将』
直木三十五『楠正成』
岡本綺堂『修禅寺物語』
チェーホフ・梅田寛訳『可愛い女』
佐藤春夫『お絹とその兄弟』
菊池寛『慈悲心鳥』『火華』『東京行進曲』『不壊の白珠』『赤い白鳥』

3回目 吉川英治『あるぷす大将』
佐藤春夫『お絹とその兄弟』
深沢正策訳『マルコポーロ旅行記』
山路愛山『徳川家康（上）』菊池寛『戯曲篇　現代物』『戯曲篇　時代物』『短篇小説篇　現代物第 2』
幸田露伴『蒲生氏郷』
ステエフアン・ツワイグ､ 豊永喜之訳『情熱』
ツルゲーネフ､ 二葉亭四迷『うき草』
宇野浩二『蔵の中』
レールモントフ､ 梅田寛『現代男』

4回目 渡辺幾治郎『陸奥宗光伝』
ゲーテ､ 高橋健二訳『ヘルマンとドロテーア』
福地源一郎『懐住事談』
プレスコット､ 石田外茂一､ 真木昌夫共訳『ペルー征服（上）』
田部重治訳『ギャスケル夫人短篇集』
ヘンリ・ウォルタ・ベイツ､ 大島侃訳『アマゾンの博物学者（上）』
内田魯庵『魯庵随筆集（上）』『〃（下）』
斎藤緑雨『みだれ箱』
トルストイ､ 上田進 訳『セワストポリ戦記』

5回目 直木三十五『新編直木三十五全集第二巻』『〃第四巻』『〃第十一巻』『〃第十六巻』『〃十八巻』
　　　　　『〃第十九巻』『維新歴史小説全集第八巻』『〃第十一巻』
小酒井不木『小酒井不木全集第三巻 （探偵小説短篇集）』
岸田国士『岸田国士長篇小説集第三巻（愛翼千里）』『〃第四巻（都会化粧）』『〃第五巻（双面神）』 
　　　　『〃第八巻（暖流）』
石坂洋次郎『何処へ』『小さな独裁者』
子母沢寛『松五郎鴉』
獅子文六『遊覧列車』『盗ッ人旦那』
三遊亭円朝『円朝怪談全集上巻』『〃下巻』
火野葦平『河童昇天』　　伊藤金次郎『人物わしが国さ』

6回目 火野葦平『美しき地図』『幻燈部屋』
高田保『有閑雑記帳』
田中貢太郎『新怪談集実話篇』『新怪談集物語篇』
大坪草二郎『黎明の人々』
宮城聡『ハワイ』
岸田国士『岸田国士長篇小説集第二巻（鞭を鳴らす女）』『〃第七巻（落葉日記）』『パンヤ文六の思案』
直木三十五､ 三上於菟吉『相馬大作』
伊地知進『一番乗り』
深田久彌『鎌倉夫人』

7回目 ダーウィン､ 内山賢次訳『ビーグル号航海記（上）』
ゲーテ､ 舟木重信訳『狐ライネケ物語』
福沢諭吉『福翁百話、百余話』
山路愛山『徳川家康（下）』
ホフマン､ 佐藤新一訳『胡桃割人形と鼠の王様』
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備
考
に
て
「
昭
和
十
七
年
七
月
四
日
付
南
総
経
衣
第
九
一
一
号
請
求
ニ
依
ル
分
」

で
あ
る
こ
と
、「
書
籍
ノ
種
類
、
内
容
ノ
規
格
ハ
整
備
部
隊
（
引
用
者
注
―
陸
軍

需
品
廠
）
ニ
於
テ
計
画
」
さ
れ
、「
毎
回
二
〇
〇
種
以
上
」
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
「
三
分
ノ
一
ハ
速
ニ
残
余
ハ
数
回
ニ
区
分
シ
昭
和
十
八
年
三
月
迄󠄀

ニ
到
着
」
す
る
と
期
間
が
定
め
ら
れ
た
。

一
方
、
改
造
社
に
お
け
る
需
品
本
廠
と
の
取
引
書
類
に
は
、
改
造
社
へ
の
「
需

本
需
第
一
八
三
七
号　

娯
楽
図
書
発
注
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」（
三
二
四
―
一
三
八
）

が
含
ま
れ
る）

43
（

。
こ
の
通
牒
に
は
、
具
体
的
発
注
内
容
と
し
て
「
一
、
品
目　

娯
楽

図
書
（
雑
誌
ヲ
ノ
ゾ
ク
）
二
、
価
格　

恤
兵
部
調
弁
価
格
ニ
仝
ジ
（
定
価
ノ
六
掛
）

一
、
資
材　

当
廠
ヨ
リ
割
当
配
給
ス
」
と
あ
る
ほ
か
、「
細
部
ニ
関
シ
テ
ハ
貴
社
小

木
曽
氏
ト
連
絡
済
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。

通
牒
の
品
目
が
そ
れ
ぞ
れ
「
娯
楽
用
書
籍
」「
娯
楽
図
書
」
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
改
造
社
に
よ
る
需
品
本
廠
の
五
、六
回
目
の
総
取
引
期
間
は
、
一
九
四
二
年

一
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
二
月
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
八
月
に
通
牒
さ
れ
一
九
四
三

年
三
月
ま
で
に
到
着
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
取
引
期
間
と
符
合
す
る
。
こ
の
点
か
ら

改
造
社
の
書
物
は
「
南
方
軍
酒
保
用
書
籍
」
と
し
て
「
第
二
十
三
野
戦
貨
物
廠
」

に
送
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。ま
た「
第
二
十
三
野
戦
貨
物
廠
」は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
て
活
動
し
て
お
り
、改
造
社
か
ら
の
書
物
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
酒
保
用
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る）

43
（

。
五
回
目
の
取
引
関
連
の
書
類
に
は
、「
奥
付
に
野
戦
酒
保
品

と
印
刷
」（
三
二
四
―
一
四
四
）
と
書
か
れ
た
メ
モ
も
あ
り
、
ま
さ
に
野
戦
酒
保
用

の
娯
楽
図
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

「
野
戦
酒
保
規
程
」
に
よ
れ
ば
「
野
戦
酒
保
ハ
戦
地
又
ハ
事
変
地
ニ
於
テ
軍
人
、

軍
属
其
ノ
他
特
ニ
従
軍
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ニ
必
要
ナ
ル
日
用
品
、
飲
食
物
等
ヲ
正

確
且
廉
価
ニ
販
売
ス
ル
ヲ
目
的
」
と
す
る
も
の
で
、「
高
等
司
令
部
、
聯
隊
、
大
隊
、

病
院
及
編
制
定
員
五
百
名
以
上
ノ
部
隊
」
に
設
置
さ
れ
た）

44
（

。
ま
た
、『
軍
隊
内
務
書
』

で
は
「
酒
保
ニ
ハ
聯
隊
長
ノ
定
ム
ル
新
聞
、
雑
誌
、
遊
戯
、
運
動
器
具
等
ヲ
備
付

ル
コ
ト
ヲ
得）

44
（

」
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
改
造
社
の
追
送
書
物
は
、
酒
保
で
の
販
売
品
で
は
な
く
備
付
品
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。な
ぜ
な
ら
、慰
問
品
で
は
文
庫
本
の
み
の
選
書
だ
っ
た
が
、

需
品
廠
で
の
納
品
分
は
二
〇
〇
～
四
〇
〇
頁
ほ
ど
の
単
行
本
が
主
で
あ
る
か
ら

だ
。
一
体
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
酒
保
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書
物
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
詳
細
な
書
名
は【
表
二
】「
改
造
社
に
よ
る
陸
軍
納
品
書
物
一
覧
」

に
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
娯
楽
も
の
で
あ
っ
て
「
娯
楽
図
書
」
と
い
う
注
文
の
範

疇
か
ら
大
き
く
逸
れ
る
も
の
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
帝
国
陸
軍
の
将
校
等
の
親
睦

組
織
で
あ
る
偕
行
社
が
文
庫
に
所
蔵
す
る
た
め
に
同
時
期
に
購
入
し
た
も
の
と
比

べ
て
も
、
そ
の
娯
楽
性
は
あ
き
ら
か
で
あ
る）

44
（

。

た
だ
し
、
慰
問
品
と
し
て
送
ら
れ
た
改
造
文
庫
と
比
較
す
る
と
、
翻
訳
作
品
が

一
つ
も
な
く
、
探
偵
小
説
や
怪
談
が
含
ま
れ
る
点
で
よ
り
娯
楽
色
が
強
ま
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
五
回
目
の
円
朝
怪
談
や
小
酒
井
不
木
の
『
探
偵
小

説
短
篇
集
』、
六
回
目
の
田
中
貢
太
郎
の
怪
談
物
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
岸
田

国
士
の
新
聞
小
説
な
ど
、
短
篇
や
文
庫
と
い
っ
た
携
帯
性
を
重
視
し
た
慰
問
用
と

は
異
な
る
長
篇
の
全
集
も
納
品
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
酒
保
に
備
付
け

る
こ
と
か
ら
、
持
ち
運
び
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
だ
ろ
う
。

内
地
の
雑
誌
で
は
探
偵
小
説
の
執
筆
が
困
難
に
な
る
な
か
、
海
軍
外
郭
団
体
の

く
ろ
が
ね
会
に
は
、
複
数
の
探
偵
小
説
家
が
参
加
し）

44
（

、
軍
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
兵

士
用
雑
誌
で
あ
る
『
戦
線
文
庫
』
に
も
探
偵
小
説
が
連
載
さ
れ
た）

4（
（

。
一
方
で
、
陸

軍
の
要
請
に
よ
る
兵
士
用
雑
誌
で
あ
る
『
陣
中
倶
楽
部
』
で
は
、
探
偵
小
説
家
の

執
筆
は
少
な
く
、
執
筆
が
あ
っ
て
も
注
意
喚
起
と
し
て
の
防
諜
小
説
が
掲
載
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る）

43
（

。
こ
う
し
た
傾
向
に
鑑
み
る
と
、
小
酒
井
不
木
の
探
偵
小
説
集
な

ど
は
陸
軍
か
ら
の
依
頼
と
し
て
は
珍
し
い
選
書
と
も
い
え
よ
う
。
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さ
ら
に
、
取
引
途
中
で
差
替
え
と
な
っ
た
書
物
も
あ
る
。
た
と
え
ば
五
回
目
の

取
引
で
は
当
初
石
坂
洋
次
郎
『
江
戸
っ
子
の
死
』
を
選
書
し
て
い
た
が
、「
紙
型

不
明
」
と
の
理
由
で
『
何
処
へ
』
へ
と
変
更
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
野
戦
酒
保
用
」

の
記
載
を
追
加
し
て
注
文
分
を
増
刷
す
る
予
定
が
「
紙
型
」
が
な
く
刷
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
三
二
四
―
一
四
四
）。

そ
の
ほ
か
、
六
回
目
の
取
引
途
中
の
見
積
書
か
ら
は
、
木
々
高
太
郎
『
就
眠
儀

式
』、
張
赫
宙
『
加
藤
清
正
』、
岸
田
国
士
『
岸
田
国
士
長
篇
小
説
集
第
一
巻
』
が

一
九
四
二
年
十
一
月
十
日
付
で
削
除
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
（
三
二
四
―

九
四
）。
こ
の
削
除
理
由
は
「
見
積
書
」
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
五
回
目
の

取
引
で
は
、
分
割
納
入
に
関
す
る
メ
モ
と
し
て
「
在
庫
品
ヲ
希
望
（
函
・
掛
紙
ナ

シ
デ
モ
可
）」（
三
二
四
―
一
四
三
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
在
庫
が

な
い
た
め
に
削
除
さ
れ
た
と
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
く
に
用
紙
の
配

給
の
遅
れ
に
よ
り
納
品
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
在
庫
品
数
の
多
さ
は
重
視
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
三
二
四
―
八
七
）。

五　

用
紙
特
配
に
よ
る
出
版
統
制

前
節
ま
で
に
、
陸
軍
恤
兵
部
お
よ
び
需
品
本
廠
と
の
取
引
の
詳
細
を
明
ら
か
と

し
て
き
た
。
つ
づ
く
本
節
で
は
、
出
版
統
制
と
関
連
す
る
用
紙
特
配
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
。『
改
造
社
出
版
関
係
資
料
』
の
解
説
に
て
五
味
渕
が
「
陸
軍
へ

の
納
品
を
理
由
に
し
て
、
用
紙
の
特
別
な
割
り
当
て
を
要
望
す
る
慣
例
が
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る）

43
（

」
と
記
す
よ
う
に
、
資
料
に
は
用
紙
特
配
を
裏
付
け
る
も
の
が
多

く
残
さ
れ
る
。

陸
軍
か
ら
の
依
頼
後
、
改
造
社
は
在
庫
数
調
査
や
用
紙
算
出
表
の
作
成
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
算
出
表
に
は
、
一
冊
あ
た
り
の
表
紙
・
扉
・
見
開
き
・
函
な
ど
の

必
要
用
紙
量
お
よ
び
価
格
が
記
さ
れ
、
申
請
に
伴
っ
て
不
足
分
の
用
紙
を
配
給
す

る
仕
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恤
兵
部
と
需
品
本
廠
と
も
に
用
紙
特
配
が

実
施
さ
れ
た
が
、
戦
争
末
期
の
用
紙
不
足
の
影
響
か
ら
か
六
回
目
と
七
回
目
は
陸

軍
か
ら
の
配
給
が
遅
れ
、
納
品
日
に
間
に
合
わ
ず
納
入
が
延
期
さ
れ
た）

43
（

。

本
節
で
述
べ
て
き
た
用
紙
の
特
別
配
給
に
よ
る
改
造
文
庫
や
改
造
社
の
出
版
物

の
増
刷
は
、
将
兵
の
読
物
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
出
版
社
の

刊
行
物
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

43
（

。
五
味
渕
は
一
九
四
〇
年

以
降
の〈
出
版
新
体
制
〉に
お
け
る「
時
局
や
国
策
を
当
て
込
ん
だ
類
書
の
氾
濫
は
、

個
々
の
出
版
者
の
生
存
を
め
ざ
し
た
選
択
と
判
断
の
結
果
に
他
な
ら
な
か
っ
た
」

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
出
版
文
化
協
会
に
よ
る
企
画
届
の
提
出
に
よ
り
用
紙
配
給

量
が
定
め
ら
れ
る
制
度
に
つ
い
て
、「
一
定
の
書
式
に
従
っ
て
言
葉
を
埋
め
、
審
査

の
基
準
を
先
取
り
的
に
忖
度
し
な
が
ら
言
葉
を
選
び
、
し
か
る
べ
き
項
目
立
て
に

則
っ
て
表
現
す
る
こ
と
自
体
が
、
い
わ
ば
行
為
遂
行
的
な
価
値
意
識
の
構
築
で
あ

り
、
身
体
の
規
律
＝
訓
練
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
、
用
紙
配
給
に
よ
る
統
制
を
指

摘
す
る）

43
（

。

こ
の
よ
う
な
用
紙
に
よ
る
出
版
物
の
統
制
は
継
続
さ
れ
、
一
九
四
三
年
に
は
次

の
よ
う
に
国
内
向
け
の
文
庫
本
の
特
別
用
紙
配
給
が
実
施
さ
れ
る
。

 

同
じ
く
、
岩
波
文
庫
や
改
造
文
庫
な
ど
い
は
ゆ
る
文
庫
物
の
う
ち
特
に
有
益
な

も
の
ゝ
の
増
刷
を
図
る
た
め
出
版
文
化
協
会
で
は
近
く
用
紙
の
特
別
配
給
を
実

施
し
読
書
人
の
要
求
に
応
え
る
／
増
刷
さ
れ
る
も
の
は
万
葉
集
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
、
日
本
外
史
、
吉
田
松
陰
、
葉
隠
等
の
古
典
物
廿
四
種
、
即
興
詩
人
、

フ
ア
ウ
ス
ト
そ
の
他
の
外
国
文
学
、
自
然
科
学
関
係
七
種
、
文
化
科
学
関
係

十
一
種
な
ど
教
養
も
の
約
五
十
種
で
岩
波
書
店
、
改
造
社
、
春
陽
堂
、
新
潮
社

な
ど
各
発
行
所
に
一
万
乃
至
二
万
五
千
部
増
刷
用
の
用
紙
を
配
給
し
三
月
は
じ
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め
ま
で
に
は
各
書
店
に
行
き
渡
る
や
う
手
配
す
る（「
読
書
子
に
良
書
増
刷
」『
読

売
新
聞
』
一
九
四
三
年
一
月
二
八
日
、
朝
刊
、
三
面
）

一
節
で
紹
介
し
た
恤
兵
部
へ
文
庫
本
を
提
供
し
た
出
版
社
四
社
が
用
紙
特
配
を

受
け
て
お
り
、
や
は
り
重
要
な
文
庫
本
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。
さ
ら
に
同
年
に
は
娯
楽
的
雑
誌
の
用
紙
特
別
配
給
も
実
施
さ
れ
る
。

 

ペ
ラ
〳
〵
の
薄
い
雑
誌
が
多
い
中
で
、
久
し
ぶ
り
の
十
一
月
号
の
娯
楽
雑
誌
が

平
素
の
一
倍
半
の
厚
さ
で
お
目
見
得
す
る
、
日
本
出
版
会
で
は
手
許
に
「
操
作

用
紙
」
を
保
有
し
、
こ
れ
を
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
書
物
に
配
給
し
て
出
版
界

を
指
導
、
既
に
辞
書
出
版
と
健
全
読
物
に
利
用
し
て
効
果
を
上
げ
て
ゐ
る
が
、

第
三
回
目
と
し
て
生
産
増
強
と
前
線
慰
問
に
是
非
必
要
な
娯
楽
雑
誌
に
利
用
す

る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。／
こ
れ
に
指
定
さ
れ
た
雑
誌
は
富
士
、日
の
出
、

講
談
倶
楽
部
、
文
藝
読
物
、
講
談
雑
誌
の
五
雑
誌
で
、
編
輯
計
画
を
厳
正
審
査

し
、
従
来
の
五
割
方
紙
を
増
配
す
る
。
従
つ
て
頁
数
を
約
一
倍
半
に
厚
く
し
部

数
も
約
一
割
ふ
え
る
勘
定
に
な
る
。
／
な
ほ
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
銃
後
の
健
全
娯

楽
に
奉
仕
し
た
後
、
必
ず
前
線
に
送
る
や
う
に
し
、
前
線
と
銃
後
を
同
じ
読
物

で
結
ぶ
計
画
で
あ
る
。（「
太
る
娯
楽
雑
誌
十
一
月
号　

前
線
慰
問
を
か
ね
用
紙

特
配
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
三
年
九
月
一
二
日
、
三
面
）

こ
の
用
紙
特
配
に
よ
る
雑
誌
の
表
紙
に
は
「
こ
の
雑
誌
は
必
ず
前
線
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
」
と
の
文
言
が
付
さ
れ
た）

（4
（

。
さ
ら
に
次
に
示
す
よ
う
に
同
時
期
に
は
青

年
層
向
け
の
健
全
読
物
へ
も
用
紙
特
配
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
用
紙
配
給
に
よ

る
統
制
は
盛
ん
と
な
る
。

 

日
本
出
版
会
は
戦
ふ
工
場
、
農
村
な
ど
の
青
年
層
に
健
全
な
読
物
を
大
量
に
提

供
す
る
た
め
、
各
出
版
業
者
推
薦
の
図
書
二
千
種
の
う
ち
か
ら
岩
田
豊
雄
氏
作

『
海
軍
』
吉
川
英
治
氏
作
『
太
閤
記
』
を
は
じ
め
小
説
、
戦
記
、
伝
記
、
詩
を

特
配
、
総
数
二
百
二
十
万
冊
の
特
別
出
版
を
行
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
配
給
の
方

法
は
店
頭
売
り
を
行
は
ず
、
全
国
の
畜
組
、
産
報
、
翼
賛
会
、
翼
壮
、
青
少
年

団
、
婦
人
会
な
ど
の
各
種
団
体
を
通
じ
て
集
団
購
買
制
を
と
り
、
大
体
九
月
一

杯
に
全
国
の
希
望
書
名
を
と
り
ま
と
め
、
十
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
配
給
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
利
益
金
は
、
各
出
版
業
者
か
ら
そ
の
一
部
を
企
業

整
備
資
金
と
し
て
寄
付
す
る
申
合
せ
に
な
つ
て
ゐ
る
。（「
健
全
読
物
へ
用
紙
特

配
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
三
年
八
月
二
八
日
、
朝
刊
、
三
面
）

こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
以
降
の
日
本
出
版
文
化
協
会
お
よ
び
一
九
四
二
年

以
降
の
日
本
出
版
会
に
よ
る
出
版
用
紙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
出
版
社
へ
の
統

制
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
ま
さ
に
、
本
稿
に
て
述
べ
て
き
た
一
九
四
一

年
に
は
じ
ま
る
改
造
社
の
陸
軍
と
の
取
引
は
、
こ
の
よ
う
な
出
版
統
制
団
体
に
よ

る
用
紙
統
制
と
関
連
す
る
陸
軍
に
よ
る
出
版
統
制
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、改
造
社
に
よ
る
陸
軍
と
の
書
物
取
引
に
つ
い
て
、そ
の
時
期
や
回
数
、

仕
組
み
や
納
品
さ
れ
た
書
物
な
ど
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
と
く
に
、
こ
れ
ま
で
陸
軍
へ
の
書
物
の
提
供
は
恤
兵
部
経
由
と
考
え
ら
れ
て

き
た
が
、
本
稿
で
は
ほ
か
に
需
品
廠
と
の
取
引
を
明
ら
か
と
し
た
。

こ
の
需
品
廠
で
の
書
物
の
納
品
先
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
時

期
の
南
方
に
お
け
る
日
本
語
書
物
の
流
通
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
一
九
四
〇
年
以
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降
、
近
衛
内
閣
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
」
に
よ
る
南
方
へ
の
進
出
計
画
は
、
太

平
洋
戦
争
開
戦
に
よ
っ
て
本
格
化
す
る
。
進
軍
と
と
も
に
日
本
語
書
物
の
流
通
版

図
は
拡
大
し
、
一
九
四
三
年
三
月
に
は
配
給
を
一
手
に
担
っ
て
い
た
日
本
出
版
配

給
株
式
会
社
に
よ
っ
て
「
日
配
南
方
出
張
所
設
置
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
の

要
綱
は
「
軍
官
の
指
導
監
督
の
下
に
大
東
亜
共
栄
圏
新
文
化
建
設
を
理
想
に
日
本

政
府
の
文
化
政
策
に
則
り
、
共
栄
圏
全
域
に
亘
る
日
本
出
版
物
の
適
正
な
る
普
及

並
に
現
地
出
版
文
化
の
向
上
に
協
力
し
以
つ
て
諸
民
族
の
文
化
的
発
展
に
資
す
る

を
目
的
と
」
し
た
も
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
、
香
港
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
な
ど
一
二
の
地
域
へ
配
給
用
出
張
所
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た）

（4
（

。
需
品
廠
へ

の
追
送
品
の
納
入
期
限
は
、
こ
の
要
綱
の
提
示
と
同
じ
一
九
四
三
年
三
月
で
あ
り
、

ま
さ
に
一
九
四
三
年
と
い
う
時
期
に
お
け
る
南
方
で
の
日
本
語
書
物
の
整
備
の
進

行
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
取
引
は
用
紙
の
特
配
を
条
件
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

一
九
四
〇
年
以
降
の
出
版
文
化
史
に
お
け
る
陸
軍
に
よ
る
出
版
統
制
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
軍
部
や
特
高
警
察
か
ら
睨
ま
れ
て
い
た
改
造
社
に
よ
る

陸
軍
と
の
取
引
は
、『
大
陸
』
の
創
刊
な
ど
改
造
社
が
示
し
た
戦
争
へ
の
協
力
的

姿
勢
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
水
島
は
『
改
造
』
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ

の
や
っ
て
い
る
よ
う
な
雑
誌
は
ま
ず
は
将
来
つ
ぶ
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
」
と
考
え
、

「
つ
ぶ
さ
れ
て
か
ら
出
直
す
の
で
は
間
に
あ
わ
な
い
」
か
ら
と
『
大
陸
』
刊
行
を
社

長
の
山
本
実
彦
に
進
言
し
た
。
そ
れ
は
「
単
な
る
隠
れ
蓑
で
も
方
向
転
換
で
も
」

な
く
「
食
い
つ
な
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た）

（4
（

。
こ
う
し
た

発
言
に
鑑
み
た
と
き
、
用
紙
特
配
は
単
な
る
出
版
統
制
だ
け
で
は
な
く
、
出
版
社

側
の
利
益
に
繋
が
る
軍
と
の
共
犯
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

中
央
公
論
社
か
ら
一
九
三
三
年
に
改
造
社
へ
移
っ
た
木
佐
木
勝
は
、
そ
の
日
記

の
な
か
で
一
九
四
四
年
七
月
に
改
造
社
の
解
散
が
決
ま
っ
た
際
、山
本
実
彦
が
「
窮

迫
裡
に
解
散
す
る
の
で
思
う
よ
う
に
手
当
も
出
せ
な
い
」
と
挨
拶
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
綴
る
。

 

窮
迫
！
最
近
の
社
の
財
政
は
決
し
て
窮
迫
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
な
る
ほ

ど
、当
局
の
紙
の
統
制
以
来
、社
の
出
版
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
止
状
態
に
近
か
っ

た
が
、
わ
が
社
の
大
倉
庫
に
山
と
積
ま
れ
て
い
た
戦
前
の
返
品
に
よ
る
在
庫
品

は
、
時
局
以
来
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
倉
庫
は
ガ
ラ
あ
き
で
は

な
い
か
。し
か
も
ひ
と
昔
前
、長
い
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
え
い
で
い
た
わ
が
社
が
、

「
若
い
人
」（
石
坂
洋
次
郎
）
や
「
麦
と
兵
隊
」（
火
野
葦
平
）
で
頽
勢
を
一
挙

に
挽
回
し
て
以
来
、
社
の
財
政
の
基
礎
は
安
定
し
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
の
上
に

在
庫
品
の
一
掃
で
あ
る
。
社
の
窮
迫
と
は
余
り
に
も
見
え
す
い
た
言
葉
だ
。

（
一
九
四
四
年
七
月
三
一
日
）（
木
佐
木
勝
『
木
佐
木
日
記
』
第
四
巻　

現
代
史

出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
一
四
頁
）

山
本
に
対
す
る
反
発
心
も
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
木
佐
木
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
木
佐
木
は
用
紙
統
制
と
在
庫
品
売
上

に
よ
る
改
造
社
の
経
済
状
態
を
併
せ
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
か
ら
は
、
改
造

社
に
お
い
て
用
紙
統
制
に
よ
っ
て
自
由
な
出
版
活
動
が
で
き
な
く
な
る
一
方
で
在

庫
品
の
販
売
に
よ
っ
て
経
営
が
保
た
れ
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
う
え
、
用
紙
統
制
が
開
始
さ
れ
る
と
徐
々
に
書
物
の
返
品
率
は
減
少
し
、

一
九
四
三
年
七
月
か
ら
は
書
物
は
売
切
買
切
制
と
な
り
返
本
は
最
小
限
と
な
る
。

清
水
文
吉
が
「
返
品
の
減
少
を
目
指
し
た
適
正
配
給
の
達
成
は
業
界
人
の
悲
願
で

あ
っ
た）

（4
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
返
品
の
削
減
は
出
版
社
側
の
要
求
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
数
万
部
も
の
陸
軍
と
の
取
引
は
、
在
庫
品
を
一
掃
さ

せ
、
用
紙
特
配
に
よ
っ
て
更
な
る
利
益
を
あ
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
陸
軍
か
ら
の
利
益
が
ど
れ
ほ
ど
改
造
社
の
経
営
を
支
え
る
も

の
だ
っ
た
の
か
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
用
い
た
『
改
造
社

出
版
関
係
資
料
』
に
は
、
数
多
く
の
在
庫
調
査
票
や
売
切
買
切
制
の
注
文
票
が
含

ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
在
庫
状
況
か
ら
利
益
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
選
択
さ
れ
た
書
物
の
傾
向
に
つ
い
て
、
需
品
廠
と
恤
兵
部
で

の
違
い
に
つ
い
て
は
言
及
し
た
も
の
の
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
「
娯
楽
的
」

と
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。『
改
造
社
出
版
関
係
資
料
』
に
含
ま
れ
る
在
庫
調
査
票

な
ど
の
検
討
に
よ
り
、
今
後
具
体
的
に
選
書
の
基
準
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

註（
1
）　

松
本
和
也
『
戦
争
と
文
学
―
言
説
分
析
か
ら
考
え
る
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
』

ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
五
味
渕
典
嗣
『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
文
学
― 

日
中
戦

争
下
の
表
現
者
た
ち
』
共
和
国
、
二
〇
一
八
年
な
ど
。

（
2
）　
『
岩
波
文
庫
総
目
録
１
９
２
７
―
１
９
８
７
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
ⅲ
頁
。

（
3
）　

二
〇
一
〇
年
二
月
、
雄
松
堂
出
版
、
資
料
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

『
改
造
社
出
版
関
係
資
料
』
内
の
資
料
は
資
料
番
号
お
よ
び
必
要
が
あ
れ
ば
枝
番
号

を
示
す
。

（
4
）　

矢
口
進
也
『
文
庫
そ
の
す
べ
て
』
図
書
新
聞
、
一
九
七
九
年
、
一
四
八
頁
。

（
5
）　

岩
波
書
店
よ
り
陸
軍
へ
一
九
四
〇
年
に
提
供
さ
れ
た
書
物
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
』『
万
暦
赤
絵
』、
夏
目
漱
石
『
虞
美
人
草
』、
徳
富

健
次
郎
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』、
徳
田
秋
声
『
あ
ら
く
れ
』、
泉
鏡
花
『
注
文
帳
・

白
鷺
』、
永
井
荷
風
『
お
か
め
笹
』、
中
勘
助
『
銀
の
匙
』、
ハ
ド
ス
ン
『
緑
の
館
』、

ト
ウ
ェ
ー
ン
『
王
子
と
乞
食
』、ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
『
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
』、ト
オ
マ
『
悪

童
物
語
』、
バ
ル
ザ
ッ
ク
『
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
』、
メ
リ
メ
『
コ
ロ
ン
バ
』、
ド
ー
デ
ー

『
陽
気
な
タ
ル
タ
ラ
ン
』、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ・サ
ン
ド
『
愛
の
妖
精
』、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
『
三

つ
の
物
語
』、プ
ー
シ
キ
ン
『
大
尉
の
娘
』、ア
ラ
ル
コ
ン
『
三
角
帽
子
』、ス
ピ
リ
『
ア

ル
プ
ス
の
山
の
娘
』。

一
九
四
二
年
は
以
下
の
通
り
。
森
鴎
外
『
高
瀬
舟
』、
幸
田
露
伴
『
五
重
塔
』、
尾
崎

紅
葉
『
二
人
女
房
』、国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』、島
崎
藤
村
『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』、

泉
鏡
花
『
歌
行
燈
』、パ
ウ
ル・ハ
イ
ゼ
『
忘
れ
ら
れ
た
言
葉
』、ヘ
ッ
セ
『
漂
泊
の
魂
』、

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』、ス
タ
ン
ダ
ー
ル『
カ
ス
ト
ロ
の
尼
』（
注

二
に
同
じ
）。

（
6
）　

堀
口
剛
「
戦
時
期
に
お
け
る
岩
波
文
庫
の
受
容
ー
古
典
と
教
養
の
接
合
を
め
ぐ
っ

て
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
七
二
、二
〇
〇
八
年
、
四
〇
～
五
七
頁
。

（
7
）　

本
田
顕
彰
「
再
生
版
の
洪
水　

今
年
の
出
版
界
へ
の
回
想
（
一
）」『
朝
日
新
聞
』

一
九
三
九
年
一
二
月
一
八
日
、
朝
刊
、
五
面
。

（
8
）　
『
日
本
出
版
文
化
百
年
史
年
表
』
日
本
書
籍
出
版
協
会
、
一
九
六
八
年
を
参
照
。

（
9
）　

岩
波
文
庫
編
集
部
『
岩
波
文
庫
の
８
０
年
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
四
二
一

～
四
二
五
頁
。

（
10
）　

岡
野
他
家
夫
『
日
本
出
版
文
化
史
』
春
歩
堂
、
一
九
六
二
年
、
三
六
一
頁
。

（
11
）　

関
忠
果
他
編
著
『
雑
誌
『
改
造
』
の
四
十
年　

付
改
造
目
次
総
覧
』
光
和
堂
、

一
九
七
七
年
、
一
五
九
～
一
七
四
頁
。

（
12
）　

水
島
治
男
『
改
造
社
の
時
代　

戦
中
編
』
図
書
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
一

～
一
四
二
頁
。

（
13
）　

注
一
二
に
同
じ
、
二
二
六
頁
。

（
14
）　

陸
軍
恤
兵
部
荘
野
大
尉
か
ら
の
依
頼
の
三
回
目
の
取
引
で
は
、
電
話
の
メ
モ
が
残

さ
れ
る
（
三
二
四
―
五
九
）。

（
15
）　

五
味
渕
典
嗣
は
、
以
下
の
通
り
五
つ
の
分
類
を
説
明
し
て
い
る
。（『
山
本
実
彦
旧

蔵　

慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵　

改
造
社
出
版
関
係
資
料
』
二
〇
一
〇
年
二
月
、
雄

松
堂
出
版
、
八
五
頁
）。

①「
昭
和
十
六
年
度
分
陸
軍
恤
兵
部
慰
問
文
庫　

銀
座
七
〇
二
三
局　

荘
野
大
尉
」。

見
積
書
、
書
目
リ
ス
ト
、
搬
入
に
か
か
わ
る
メ
モ
等
。

②
「
昭
和
十
七
年
一
月　

臨
時
注
文　

陸
軍
恤
兵
部
改
造
文
庫
納
品
書　

九
段

五
五
〇
〇
局　

省
内
二
一
八
二
局　
「
荘
野
大
尉
」」
見
積
書
、
請
求
書
、
書
目
リ
ス

ト
等
。

③
「
昭
和
十
八
年
一
月
納
入
分　

陸
軍
恤
兵
部　
「
改
造
文
庫
」
納
品
書
類
」
受
注

に
関
す
る
メ
モ
、
見
本
提
出
書
目
、
見
積
書
、
領
収
書
、
売
買
契
約
書
等
。

④
「
昭
和
十
八
年
三
月
了　

陸
軍
需
品
本
廠　

納
入
品
関
係
書
類
」
請
求
書
、
契

約
物
品
持
込
証
、
持
込
検
査
願
、
納
入
延
期
願
、
紙
類
割
当
要
望
書
、
納
入
見
本

提
出
書
目
、「
娯
楽
図
書
発
注
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」
等
。

⑤
「
昭
和
十
九
年
三
月
納
入
分　

陸
軍
恤
兵
部　
「
改
造
文
庫
」
納
入
書
類
」
紙
類

割
当
願
書
、
受
取
書
、
見
積
書
、
納
期
延
期
願
、
請
求
書
、
領
収
書
、
単
行
本
購

買
条
件
書
、
売
買
契
約
書
。
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（
16
）　

以
下
、
取
引
に
関
わ
る
主
要
な
該
当
書
類
を
示
す
。
三
〇
五
―
一
八
（
請
求
書
）、

一
九
（
見
積
書
）。
三
二
四
―
二
～
一
七
。

（
17
）　

三
〇
五
―
一
六（
請
求
書
）、一
七（
見
積
書
）。
三
二
四
―
三
五（
請
求
書
下
書
き
）、

三
六
（
見
積
書
下
書
き
）、
三
七
（
見
積
書
下
書
き
）、
三
八
～
四
一
。

（
18
）　

三
二
四
―
四
二
～
五
七
。

（
19
）　

三
〇
五
―
二
（
見
積
書
）。
三
二
四
―
五
九
、六
四
（
見
積
書
下
書
き
）、六
五
（
請

求
書
）、
六
六
（
領
収
書
）。

（
20
）　

三
二
四
―
一
一
九
、一
二
〇
（
請
求
書
）、
一
二
八
、一
二
九
（
見
積
書
）。

（
21
）　

三
二
四
―
八
二
（
請
求
書
）、
八
七
、八
八
（
納
入
延
期
願
）、
九
四
（
見
積
書
）。

（
22
）　

三
二
四
―
一
五
四
（
紙
類
割
当
願
書
）、
一
五
八
（
見
積
書
）、
一
五
九
（
納
期
延

期
願
）、一
六
〇
（
請
求
書
）、一
六
一
（
領
収
書
）、一
六
二
（
単
行
本
購
買
条
件
書
）、

一
六
五
～
一
六
九
（
売
買
契
約
書
）。

（
23
）　
「
軍
務
局
、
経
理
局
、
医
務
局
、
人
事
課
よ
り 

陸
軍
恤
兵
部
編
制
の
件
」

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C06021862400

、
明
治
二
七
年
七

月
「
完 

二
七 

八
年
戦
役
日
記
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）、「
乙
第
５
号
１
陸
軍
恤

兵
部
編
制
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C06060011000

、
明

治
二
七
年
「
戦
時
諸
編
制
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
24
）　

注
一
五
に
同
じ
。

（
25
）　
「
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
六
年
・
勅
令
第
八
二
号
・
陸
軍
需
品
廠
令
」JA

CA
R

（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

03022558500

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
六
年
・

勅
令
第
八
二
号
・
陸
軍
需
品
廠
令
（
国
立
公
文
書
館
）。

（
26
）　
「
陸
軍
需
品
及
陣
中
用
品
の
定
義
に
関
す
る
件
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）Ref.C01005161900

、昭
和
一
六
年「
陸
普
綴
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
27
）　
「
酒
保
用
書
籍
追
送
に
関
す
る
件
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref.C01000588600

、
昭
和
一
七
年
「
陸
亜
密
大
日
記 

第
三
七
号 

二
／
二
」（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
28
）　
「
昭
和
十
七
年
九
月
五
日
」
の
通
牒
で
、
そ
の
ほ
か
封
筒
（
三
二
四
―

一
三
九
、一
四
〇
）、名
刺
（
三
二
四
―
一
四
一
）
が
資
料
に
含
ま
れ
る
。
名
刺
は
「
陸

軍
需
品
本
廠
陸
軍
主
計
少
尉
村
上
敕
」
の
も
の
。

（
29
）　
「
野
戦
酒
保
品
整
備
追
送
に
関
す
る
件　

南
方
軍
へ
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C01000829900

、
昭
和
一
七
年
「
陸
亜
密
大
日
記 

第
五
五

号 

一
／
三
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。
上
記
資
料
内
に
「
受
領
部
隊 

第
二
十
三
野

戦
貨
物
廠
（
昭
南
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
30
）　
「
陸
達
第
四
十
八
号
」『
官
報
』（
三
二
二
三
号
）
一
九
三
七
年
九
月
二
九
日
。

（
31
）　
「
第
二
十
九
章　

酒
保
」『
軍
隊
内
務
書
』
琢
磨
社
、
一
九
三
四
年
、
八
七
頁
。

（
32
）　
『
偕
行
社
記
事
』
の
「
社
報
」
欄
は
、「
文
庫
新
蔵
図
書
」
と
し
て
「
寄
付
」
お

よ
び
「
購
入
図
書
」
を
掲
載
す
る
。
一
九
四
〇
年
に
始
ま
る
改
造
社
と
陸
軍
の
取

引
期
間
と
同
時
期
に
偕
行
社
へ
所
蔵
さ
れ
た
図
書
の
傾
向
は
以
下
の
よ
う
に
確
認

で
き
る
。

受
贈
図
書
の
傾
向
：
偕
行
社
編
集
部
、
軍
人
援
護
会
、
東
郷
会
、
水
交
社
な
ど
、

偕
行
社
に
よ
る
刊
行
物
お
よ
び
交
流
の
あ
る
各
種
団
体
か
ら
の
定
期
刊
行
物
等
の

寄
贈
が
中
心
。

購
入
図
書
の
傾
向
：
国
際
文
化
協
会
、国
際
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
通
信
、社
会
教
育
協
会
、

東
亜
研
究
会
な
ど
の
定
期
刊
行
物
や
講
座
も
の
が
中
心
。
個
人
名
が
冠
さ
れ
た
も

の
は
、『
山
鹿
素
行
全
集
』（
九
巻
：
軍
人
援
護
会
、
一
四
巻
：
岩
波
書
店
）
の
み
。

（
33
）　

く
ろ
が
ね
会
に
つ
い
て
は
、石
川
巧
編
『
海
軍
外
郭
団
体
雑
誌
『
く
ろ
が
ね
』［
復

刻
版
］』（
全
三
巻
、
別
巻
）
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
八
～
二
〇
一
九
年
に
詳
し
い
。

（
34
）　
『
戦
線
文
庫
』
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
橋
本
健
午
「『
戰
線
文
庫
』
に
つ
い

て
」『
日
本
出
版
史
料
』（
八
）、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
四
～
一
六
七
頁
。

（
35
）　
『
陣
中
倶
楽
部
』
に
つ
い
て
は
拙
論
を
参
照
。「
慰
問
雑
誌
に
み
る
戦
場
の
読
書
空

間：『
陣
中
倶
楽
部
』
と
『
兵
隊
』
を
中
心
に
」『
出
版
研
究
』（
四
五
）
二
〇
一
四
年
、

一
三
九
～
一
五
七
頁
。

（
36
）　

注
一
五
に
同
じ
。

（
37
）　

三
二
四
―
八
七
、八
八
（
六
回
目
の
納
入
延
期
願
）、
三
二
四
―
一
五
九
（
七
回
目

の
納
入
延
期
願
）。

（
38
）　

日
本
出
版
文
化
協
会
に
よ
る
出
版
用
紙
に
よ
る
統
制
に
つ
い
て
は
、
拙
論
に
て
詳

説
し
て
い
る
。「<

柔
ら
か
な
統
制>

と
し
て
の
推
薦
図
書
制
度
：
文
部
省
及
び
日

本
出
版
文
化
協
会
に
お
け
る
読
書
統
制
を
め
ぐ
っ
て
」『Intelligence

』（
一
五
）

二
〇
一
五
年
、
一
七
三
～
一
八
四
頁
。

（
39
）　

五
味
渕
典
嗣「
紙
の
支
配
と
紙
に
よ
る
支
配
― «

出
版
新
体
制»

と
権
力
の
表
象
」

『Intelligence

』（
一
二
）
二
〇
一
二
年
、
一
一
四
～
一
二
四
頁
。

（
40
）　
『
文
藝
読
物
』『
講
談
倶
楽
部
』『
富
士
』
三
誌
の
一
九
四
三
年
一
一
月
号
表
紙
に
は
、

「
こ
の
雑
誌
は
必
ず
前
線
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
記
さ
れ
る
の
を
確
認
し
た
。

（
41
）　
『
出
版
普
及
』
三
（
六
）、
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
、
一
九
四
三
年
三
月
一
五
日
。

（
42
）　

注
一
二
に
同
じ
、
四
二
頁
。

（
43
）　

清
水
文
吉『
本
は
流
れ
る
―
出
版
流
通
機
構
の
成
立
史
』日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
二
三
五
頁
。
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の
助
成
を
受
け
て
い
る
。『
改
造
社
出
版
関
係

史
料
』
に
陸
軍
関
係
資
料
が
含
ま
れ
る
点
に
つ
い
て
五
味
渕
典
嗣
氏
よ
り
ご
助
言
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
同
時
代
日
本
語
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
九
回
大
会
の
発
表
で
は

会
場
よ
り
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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